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定例会・臨時会の主な内容

平成26年度の決算を   認定しました
平成27 年 第６回三芳町議会定例会

　
平
成
27
年
第
5
回
三
芳
町
議
会
臨
時
会
が
7
月
24
日
に
開
か
れ
、

町
長
提
出
の
議
案
2
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
8
月
28
日
か
ら
は
、
第
６
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
が
21
日
間
の
会

期
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
提
出
の
発
議
を
原
案
通
り

「
可
決
」。
町
長
提
出
の
4
件
の
報
告
が
あ
り
、議
案
14
件
、認
定
６
件
、

同
意
１
件
を
原
案
ど
お
り
「
可
決
」・「
認
定
」・「
同
意
」
し
ま
し
た
。

ま
た
、
審
議
の
結
果
、
要
望
１
件
を
「
採
択
」、
議
員
提
出
の
意
見

書
５
件
の
う
ち
３
件
を
「
可
決
」、
２
件
を
「
否
決
」
と
し
ま
し
た
。

　
一般
質
問
に
つ
い
て
は
、
14
名
の
議
員
が
3
日
間
の
日
程
で
行
い
、

う
ち
1
日
は
「
夜
間
議
会
」
も
開
か
れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

一般会計歳入総額

153 億 8870 万 2821 円
前年度に比べ 28億 9644 万 430円（23.2％）増

平成 27 年
第５回 臨時会

（７月 24 日）
第６回 定例会

（８月 28 日～９月 17 日）

日本共産党

　復興増税として、住民税均
等割一人当たり500円の増税。
　一方、アベノミクスで大企
業や大株主は過去最高利益を
得た。歳出では、母子保健事
業や大雪被害対策など評価す
るが、財政支出の大きいスマー
ト ICの大型車導入実施計画は
中止すべき。住民負担増やサー
ビス低下はやめるべき。

公明党

　依然として財政状況の厳し
い中、さまざまな施策が展開
され住民のニーズに応えたこ
とは評価する。しかし、将来
負担比率の上昇が多く見られ
る。今後適正な行財政改革に
努め、危機管理体制と防災対
策の強化を図り、交通安全対
策やがん対策の向上に取り組
まれるよう要望し賛成とする。

賛
成
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平成26年度の決算を   認定しました
平成27 年 第６回三芳町議会定例会

一般会計歳入歳出の差引残額

6 億 878 万 9564 円

一般会計歳出総額

147 億 7991 万 3257 円
前年度に比べ 28億 7388 万 2810円（24.1％）増

一 般 会 計 決 算　 歳 出 の 主 な 事 業
①スマート IC フルインター化実施計画策定業務委託料� 567 万円
②公共施設簡易劣化診断及び長期修繕計画策定業務委託料� 888 万円
③防犯灯新設工事費� 97 万円
④地域福祉バス利用料� 1861 万円
⑤子ども・子育て支援計画策定業務委託料� 216 万円
⑥ひとり親家庭等医療費� 1807 万円
⑦竹間沢児童館男子トイレ洋式便器設置工事� 27 万円
⑧妊婦健康診査委託料� 2240 万円
⑨三富新田世界農業遺産推進協議会負担金� 50 万円
⑩みよし野菜ブランド化推進支援事業� 100 万円
⑪藤久保土地区画整理地内 3 公園築造工事� 8625 万円
⑫中央公民館・学校給食センター建設工事� 16 億 9071 万円
⑬中学校空調設備設置工事　�  1 億 8144 万円
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定例会・臨時会の主な内容

問

広
域
ご
み
処
理
施
設
等

建
設
に
伴
う
地
域
整
備
事
業

と
は
。

答
地
域
と
の
協
定
等
に
基
づ

き
、
平
成
26
年
度
は
ふ
じ
み
野

市
の
集
会
所
の
整
備
を
実
施
。

農
林
水
産
業
費

問

み
よ
し
野
菜
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
効
果
は
。

答

知
名
度
ア
ッ
プ
や
売
り

上
げ
の
向
上
等
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

問
補
助
金
の
中
の
エ
コ
農
業

直
接
支
援
事
業
の
内
容
は
。

答

全
く
の
無
農
薬
で
農
業

を
さ
れ
て
い
る
方
、
１
件
へ

補
助
し
て
い
る
。

問

遊
休
農
地
の
活
用
で
竹

間
沢
地
域
へ
菜
の
花
等
の
播

種
を
行
っ
て
い
る
が
、
広
げ

て
い
く
計
画
は
あ
る
の
か
。

答

国
へ
他
の
地
域
に
つ
い
て

も
計
画
書
を
提
出
し
て
い
る
。

商
工
費

問

婚
活
事
業
の
内
容
は
。

答

農
業
男
子
と
の
婚
活
事

業
と
い
う
形
で
１
回
実
施
。

男
性
12
名
が
参
加
。
女
性
は

応
募
35
名
の
内
、
15
名
の
参

５
件
、
急
な
送
迎
で
３
件
。

問

第
一
保
育
所
の
耐
震
診

断
の
結
果
は
。

答

特
に
主
要
な
構
造
体
は

耐
震
性
が
あ
る
と
い
う
判
定
。

但
し
、
内
壁
に
関
し
て
は
、

地
震
の
際
に
崩
落
の
危
険
が

あ
る
と
い
う
事
で
、
撤
去
が

必
要
と
い
う
結
果
が
出
た
。

問

み
ど
り
学
園
で
の
講
演

と
は
。

答

発
達
の
事
や
子
供
の
生

活
の
事
等
に
つ
い
て
の
講
演

を
行
っ
た
。

衛
生
費

問

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
の
状
況
は
。

答

対
象
者
２
０
５
０
名
の

内
、
９
４
３
名
が
接
種
。

問

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
の
状

況
は
。

答

業
者
依
頼
で
対
応
し
た

も
の
が
37
件
、
職
員
で
対
応

し
た
も
の
が
63
件
。

問
大
気
汚
染
調
査
に
関
し
て
、

数
値
が
安
定
し
て
い
る
所
は
回

数
や
場
所
を
減
ら
し
て
は
。

答
同
じ
場
所
で
続
け
る
事
は

非
常
に
価
値
が
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
が
、今
後
検
討
す
る
。

去
台
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

負
担
割
合
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
富
士
見
市
と
協
議
を

行
い
、
平
成
27
年
度
予
算
か

ら
負
担
額
が
減
少
し
て
い
る
。

問

災
害
対
策
グ
ル
ー
プ
の

出
動
回
数
・
内
容
は
。

答
平
成
26
年
度
は
３
回
の
出

動
、
い
ず
れ
も
台
風
に
よ
る
。

民
生
費

問

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
診
断
結
果
は
。

答

要
補
強
と
い
う
結
果
が

出
た
。
事
業
自
体
は
継
続
し

て
い
き
た
い
。

問

メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ

ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
の

推
移
は
。

答

導
入
当
初
４
０
０
０
件

近
く
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た

が
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

問

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ

ク
は
ど
の
よ
う
な
方
が
対
象

で
、何
人
受
け
ら
れ
た
の
か
。

答
75
歳
以
上
が
対
象
で
、
17

名
の
方
へ
補
助
し
て
い
る
。

問

緊
急
サ
ポ
ー
ト
の
利
用

件
数
は
。

答

病
児
を
お
願
い
し
た
の

が
８
件
、
急
遽
の
預
か
り
で

た
と
考
え
て
い
る
。

問
弁
護
士
へ
の
相
談
件
数
は
。

答

相
談
回
数
は
12
回
。
相

談
の
事
案
と
し
て
は
６
件
。

問

印
刷
機
借
上
料
が
増
加

し
た
要
因
は
。

答

使
用
枚
数
に
よ
り
変
動

す
る
。
平
成
26
年
度
は
臨
時

福
祉
給
付
金
等
が
あ
り
、
増

加
し
た
も
の
。

問
広
報
み
よ
し
が
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
が
、
町

民
か
ら
広
報
に
対
す
る
声
は
。

答

紙
面
全
体
の
構
成
や
見

や
す
さ
等
で
お
褒
め
の
声
を

頂
い
て
い
る
。

問

広
報
の
作
成
費
用
は
削

減
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
平
成

26
年
度
で
増
加
し
た
要
因
は
。

答

消
費
税
増
税
と
部
数
の

増
が
主
な
要
因
。

問

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
係
る
電
子
シ
ス
テ

ム
の
支
出
の
内
、
国
か
ら
の

補
助
率
は
。

答

補
助
率
は
３
分
の
２
。

問

駅
前
放
置
自
転
車
対
策

費
が
増
加
し
て
い
る
。
見
直

し
に
対
す
る
考
え
は
。

答

撤
去
・
処
分
業
務
の
上

昇
が
反
映
さ
れ
た
も
の
。
撤

一 般 会 計 の 主 な 質 疑 応 答

◆ 

歳　
入 

◆

問

固
定
資
産
税
が
増
え
て

い
る
が
、
逆
に
緑
が
減
少
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答

山
林
は
減
っ
て
い
る
の

が
現
状
。
平
成
25
年
と
26
年

で
２
万
７
０
０
０
㎡
ほ
ど
減

少
し
て
い
る
。

問

犬
の
鑑
札
等
交
付
手
数

料
の
中
に
、
１
３
４
５
頭
と

あ
る
が
、
こ
の
数
が
町
内
で

飼
わ
れ
て
い
る
犬
の
数
か
。

答

こ
の
数
が
町
内
で
飼
わ

れ
て
い
る
犬
の
数
と
な
る
。

問

電
柱
等
使
用
料
が
平
成

26
年
度
か
ら
新
た
に
記
載
さ

れ
て
い
る
が
。

答

脱
財
政
硬
直
化
宣
言
の

中
で
、
自
主
財
源
の
確
保
に

取
り
組
む
た
め
新
た
に
計
上

し
た
も
の
。

◆ 

歳　
出 

◆

総
務
費

問
新
規
職
員
採
用
試
験
民
間

面
接
官
謝
礼
と
あ
る
が
、
民

間
と
町
の
面
接
官
の
違
い
は
。

答

民
間
の
知
識
や
人
物
判

断
等
、
町
執
行
部
の
面
接
と

は
違
い
、
十
分
意
義
は
あ
っ
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加
が
あ
っ
た
。

土
木
費

問

唐
沢
堀
蓋
か
け
歩
道
の

点
検
結
果
は
。

答
距
離
約
3
6
0
m
、3
2
5

枚
を
点
検
。
数
枚
ぐ
ら
つ
き

が
あ
る
と
い
う
報
告
を
受
け

た
が
、
全
体
を
通
し
て
問
題

は
な
か
っ
た
。

問

土
地
区
画
整
理
事
業
の

工
期
短
縮
は
具
体
的
に
出
来

て
い
る
か
。

答

北
松
原
地
区
に
関
し
て

は
、
一
年
程
度
早
く
事
業
が

完
了
出
来
る
か
も
し
れ
な
い

状
況
で
あ
る
。

消
防
費

問

消
防
団
員
は
減
少
傾
向

に
あ
る
と
思
う
が
、対
策
は
。

答

当
町
も
減
少
傾
向
に
あ

る
。
消
防
組
合
と
連
携
し
、

企
業
等
へ
声
掛
け
含
め
、
広

報
活
動
を
行
う
。

教
育
費

問

旧
中
央
公
民
館
跡
地
の

駐
車
場
整
備
工
事
の
内
容
は
。

答

泥
の
す
き
取
り
、
舗
装

の
た
め
の
骨
材
搬
入
、
ト
ラ

ロ
ー
プ
の
区
画
割
り
と
緑
地

の
設
置
。

問

み
ら
い
の
ぞ
み
学
校
創

造
支
援
事
業
の
内
容
は
。

答

テ
ー
マ
を
絞
り
、
学
校

研
究
を
全
て
の
小
中
学
校
で

実
施
し
て
い
る
。

問
中
央
公
民
館
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
が
１
万
ル
ー
メ
ン
と

の
事
だ
が
過
剰
装
備
で
は
。

答

今
後
も
有
効
的
に
使
用

す
る
こ
と
も
考
え
選
定
し
た
。

問

中
央
公
民
館
に
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て

い
る
の
で
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
学
習
を
行
っ

て
は
。

答
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
講
師
謝

礼
が
な
く
な
っ
た
要
因
は
。

答

指
定
管
理
者
に
お
願
い

し
た
た
め
計
上
し
て
い
な
い
。

問

文
化
会
館
、
体
育
館
等

の
施
設
の
利
用
状
況
は
。

答

文
化
会
館
が
63・
０
％
、

総
合
体
育
館
が
71・
62
％
、

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
屋

外
施
設
が
59・25
％
。

問

学
校
開
放
の
利
用
団
体

の
内
訳
は
。

答
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
な
い
。

歳
入
総
額

46
億
3
3
0
5
万
4
8
8
円

歳
出
総
額

45
億
5
3
3
1
万
7
6
5
8
円

差
引
残
額７

９
７
３
万
２
８
３
０
円

主
な
質
疑

問

出
産
育
児
一
時
金
の
支
出

で
、
3
4
1
万
円
の
不
用
額

が
出
た
理
由
は
。

答

例
年
50
件
程
度
の
件
数
が

あ
る
が
、
平
成
26
年
度
は
42
件

だ
っ
た
。

問

給
付
費
が
上
が
っ
て
い
る

要
因
は
。

答

65
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者
、

特
に
70
歳
以
上
の
方
が
増
え
て

お
り
、
70
歳
以
上
に
な
る
と
高
額

医
療
費
の
算
定
基
準
が
下
が
り
、

そ
れ
に
応
じ
て
高
額
療
養
費
が
増

え
て
い
る
の
が
要
因
で
あ
る
。

歳
入
総
額

18
億
3
5
2
1
万
2
7
7
4
円

歳
出
総
額

18
億
1
2
9
4
万
4
3
0
1
円

差
引
総
額２

２
２
６
万
８
４
７
３
円

主
な
質
疑

問

主
治
医
の
意
見
書
作
成
手

数
料
が
増
え
て
い
る
要
因
は
。

答

認
定
申
請
が
増
え
て
い
る
。

問
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
の
件

数
が
伸
び
て
い
る
が
、
住
民
の

要
望
に
応
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答

十
分
に
応
え
ら
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

歳
入
総
額

3
億
5
2
6
3
万
3
7
0
円

歳
出
総
額

3
億
4
8
4
7
万
3
9
1
9
円

差
引
総
額４

１
５
万
６
４
５
１
円

歳
入
総
額

9
億
4
1
1
6
万
2
6
6
6
円

歳
出
総
額

8
億
9
4
5
1
万
3
9
2
0
円

差
引
総
額４

６
６
４
万
８
７
４
６
円

主
な
質
疑

問

下
水
道
使
用
料
の
還
付
金

と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答

宅
内
の
漏
水
件
数
が
９
件
、

重
複
の
調
定
減
に
よ
る
も
の
が

７
件
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

下
水
道
事
業

平成 26 年度

特別会計
歳入歳出決算

日本共産党
　平成 26 年、国民健康保険運
営協議会は、「平成 25年度に最
高限度額の値上げをしたばかり、
消費税率も引き上げられるので、

町民の生活は大変」として値上げはしないと決
定した。一年も経ていないのに、一般会計から
の繰入金を削減しての住民負担増とすることは
認められない。繰入金増額をすべき。
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定例会・臨時会の主な内容

三
芳
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
特
定
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
特
則
を
規
定
す
る

た
め
条
例
を
改
正
。

三
芳
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
通
知
カ
ー
ド
及
び

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
の

手
数
料
を
規
定
す
る
た
め
条
例

三
芳
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

社
会
情
勢
な
ど
を
勘
案
し
、

議
員
の
出
産
に
お
け
る
欠
席
の

届
け
出
に
つ
い
て
の
規
定
及
び

杖
の
持
ち
込
み
を
許
可
す
る
た

め
の
改
正
。

を
改
正
。

三
芳
町
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
下
水
道
事
業
の
健
全
な
運
営

の
た
め
下
水
道
使
用
料
の
改
定

に
伴
い
条
例
を
改
正
。

三
芳
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
西
第
２
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の

廃
止
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
。

条

例

発

議

日本共産党

　値上げをしなくても財源はある。①
平成25年度よりも使用料収益が1000

万円も増える。②平成27年度繰越金が 3000万円以上
ある。③貯金が1億 4500万円もある。よって、下水道
使用料金値上げによる町民負担増は認められない。一般
会計の繰入金を削減しての住民への値上げはやめるべき。

山口議員
　決算特別委員会の質疑に於いて、
受贈品の紛失が明らかになった。
　この受贈品の会計処理が適切に

行われたとは考えられず、また固定資産の実地棚卸
しも行われていない。
　従って、水道事業の決算が適切であったかに関し、
大きな疑問が残る。

日本共産党
　平成 26年 4月に水道料金の値上
げを実施。水道料金収益は平成 25
年度比 5942万 3976円増。加入金

は予算時の1566 万円から決算では1784 万円増の
3350 万円。現金及び預金は8億 2207 万 9620 円
もあるので、町民の暮らしと中小企業の重い負担とな
る値上げはすべきではなかった。

収
益
的
収
支

収
入

8
億
5
7
0
9
万
3
1
9
8
円

支
出

7
億
9
4
6
4
万
1
9
8
6
円

資
本
的
収
支

収
入

1
億
5
9
1
6
万
9
2
8
1
円

支
出

3
億
6
3
6
6
万
5
3
0
9
円

主
な
質
疑

問

予
算
で
は
加
入
金
が

1
5
6
6
万
円
で
あ
っ
た
の
が
、

決
算
で
は
3
6
0
0
万
円
と

な
っ
た
要
因
は
。

答

区
画
整
理
地
内
で
の
増
加

が
読
め
な
い
の
で
、
予
算
で
は

抑
え
た
数
字
に
し
た
。

平成 26 年度

水道事業会計
決　算

拔井議員

　決算特別委員会にて審査したが度重なる
審査中断等、問題の多い審査となった。平
成 27年 3月定例会での予算審査でも同様

だった。担当課の新会計に対する認識不足であった。決算
書内の数字は適正なので認定とするが、今後、十分な理解
と的確な対応を強く求めて賛成討論とする。

賛
成
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同意しました
　任期満了に伴う三芳町教育委
員会委員の任命同意について、
議会に同意を求められましたの
で、適任と認め同意しました。

三芳町教育委員会委員　　
池 上 善 一 氏

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
の
予
定
額
に

１
０
３
７
万
１
０
０
０
円
を
追

加
し
、８
億
４
７
１
８
万
１
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

　

資
本
的
収
入
の
予
定
額
に

３
２
３
９
万
５
０
０
０
円
を
追

加
し
、４
億
６
４
４
９
万
９
０
０
０

円
、
資
本
的
支
出
の
予
定
額
に

１
４
６
万
６
０
０
０
円
を
追
加

し
、５
億
９
２
２
８
万
１
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

収
益
的
支
出

①
配
水
管
洗
管
業
務
委
託

　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

資
本
的
収
入

①
二
酸
化
炭
素
排
出
対
策
事
業

　
費
補
助
金   

３
２
３
９
万
円

平
成
27
年
度

一
般
会
計
（
第
3
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
４
憶
3
５
２
８
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
２
８
億
４
９
５
２
万
８
０
０
０

円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

広
域
ご
み
処
理
施
設
等
建
設

事
業�

５
億
６
１
５
3
万
円

②�

道
路
施
設
維
持
補
修
事
業　

　
　
　

   　
5
0
0
0
万
円

③�

防
災
設
備
等
維
持
管
理
事
業

�

減
額
4‌

1‌

2
万
円

④
富
士
塚
土
地
区
画
整
理
支
援

　
事
業

�

減
額
１
億
３
3‌

2‌

7
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
３０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
４
０
９
万

８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

保
険
料
還
付
金　
　

３０
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
４
２
３
１
万
３
０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１９
億
７
０
５
７
万
円
と
す
る
も

の
。主

な
内
容

①�

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金

積
立
金　
　
１
７
７
３
万
円

②�
国
庫
負
担
金
等
償
還
金　
　

４
３
１
万
円

③
一
般
会
計
繰
出
金

２
０
２
６
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
３
２
０
万
２
０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

８
億
１
２
２
２
万
２
０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

主
な
内
容

①�

交
差
点
整
備
に
伴
う
、
マ
ン

ホ
ー
ル
撤
去
費
用

�

２
６
５
万
円

②
下
水
道
使
用
料
改
定
に
伴
う
、

　
周
知
用
チ
ラ
シ
費
用

�

２３
万
円

補
正
予
算

平成27年　第５回 臨時会（７月24日）
　本臨時会に提出された、旧三芳町立学校給
食センター解体工事の請負契約については、一
般競争入札に付した結果、請負額は 1億 982
万 3364 円となり、工事の概要は、施設内の
建物、工作物、地下埋設物等をすべて撤去し、
土砂による埋め戻し後、整地を行い、樹木を
植栽し原状に復旧するものとし、工期につい
ては、平成 28年 1月 24日までとのことだっ
た。本件については採決の結果、賛成多数で
可決となった。また、一般会計補正予算では、
文化会館 ( コピス ) ホール照明設備事業、864
万円を追加するものとし、慎重な審議の結果、
全会一致で可決した。 解体される学校給食センター
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審議結果と議員ごとの賛否内訳

■平成 27年第６回定例会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結　
果

三芳みらい 日本共産党 公明党 新芳会
安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

鈴
木　
　
淳

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

久
保　
健
二

発　 議 
第 4 号 三芳町議会会議規則の一部を改正する規則 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

報　 告 
第 6 号

平成 26 年度三芳町一般会計予算継続費精算報告書に
ついて 報告のみ

報　 告 
第 7 号 平成 26 年度三芳町健全化判断比率の報告について 報告のみ

報　 告 
第 8 号

平成 26 年度三芳町下水道事業特別会計資金不足比率の
報告について 報告のみ

報　 告 
第 9 号

平成 26 年度三芳町水道事業会計資金不足比率の報告に
ついて 報告のみ

議 　 案 
第40号 三芳町個人情報保護条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第41号 三芳町手数料条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第42号 三芳町下水道条例の一部を改正する条例 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第43号 町（字）の区域の変更について 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第44号 ふじみ野市の公の施設の利用に関する協議について 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第45号 三芳町道路線の廃止について 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第46号 三芳町道路線の認定について 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第47号

平成 26 年度三芳町水道事業会計未処分利益剰余金の
処分について

原案
可決 ○ ○ 議

長 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同 　 意 
第 8 号 三芳町教育委員会委員の任命同意について 原案

同意 ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第48号 平成 27 年度三芳町一般会計補正予算（第 3 号） 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■平成 27年第５回臨時会　審議結果

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結
果

三芳みらい 日本共産党 公明党 新芳会
安
澤　
　
豊

井
田　
和
宏

菊
地　
浩
二

拔
井　
尚
男

山
口　
正
史

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

吉
村
美
津
子

小
松　
伸
介

岩
城　
桂
子

内
藤
美
佐
子

鈴
木　
　
淳

細
田　
三
恵

細
谷　
三
男

久
保　
健
二

議　 案
第38号

旧三芳町立学校給食センター解体工事請負契約の締結に
ついて

原案
可決 ○○議

長○×○○○○○○○○○○

議　 案
第39号 平成 27 年度三芳町一般会計補正予算（第２号） 原案

可決 ○○議
長○○○○○○○○○○○○

○賛成　×反対
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議 　 案 
第49号

平成 27 年度三芳町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 1 号）

原案
可決 ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第50号 平成 27 年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第51号 平成 27 年度三芳町下水道事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第52号 平成 27 年度三芳町水道事業会計補正予算（第 2 号） 原案

可決 ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 　 案 
第53号

三芳町ゲートボール場の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例

原案
可決 ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 　 定 
第 1 号 平成 26 年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 原案

認定 ○ ○ 議
長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 　 定 
第 2 号

平成 26 年度三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

原案
認定 ○ ○ 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 　 定 
第 3 号

平成 26 年度三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

原案
認定 ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 　 定 
第 4 号

平成 26 年度三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
認定について

原案
認定 ○ ○ 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 　 定 
第 5 号

平成 26 年度三芳町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
について

原案
認定 ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認 　 定 
第 6 号 平成 26 年度三芳町水道事業会計決算認定について 原案

認定 ○ ○ 議
長 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳 　 情 
第 4 号

「沖縄の声に共鳴して地方自治の堅持を政府に求める意見書
（案）」の趣旨の意見書提出を求める陳情 配付のみ

要 　 望 
第 5 号 核も戦争もない平和な二十一世紀を求める要望書 配付のみ

陳 　 情 
第 6 号

外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求
める陳情 配付のみ

要 　 望 
第 7 号 要望書（こぶしの里の環境整備） 採択 ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 見 書 
第 8 号

ヘイトスピーチ対策に係る法整備と対策強化を求める意見書
（案）について

原案
可決 ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 見 書 
第 9 号

ICT 利活用による地域活性化とふるさとテレワークの推進
を求める意見書について

原案
可決 ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 見 書 
第10号

地方創生に係る新型交付金等の財源確保を求める意見書に
ついて

原案
可決 ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 見 書 
第11号

国民共通番号制度（マイナンバー制度）の中止・撤回を
求める意見書 否決 × × 議

長 × × ○ ○ ○ × × × × × × ×

意 見 書 
第12号 安全保障関連法案の今国会成立の断念を求める意見書 否決 × × 議

長 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×

議案等
番　号 議　案　等　名　称

議
員
名

結　
果

三芳みらい 日本共産党 公明党 新芳会
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